
 三重大学－教養教育や専門教育で幅広く PBLを活用 

三重大学は、アメリカのデラウェア大学の PBL を参考にし、全学的に様々なタイプの PBLを実践しています。 
同大学の例を見ると、日本でも様々な教養教育や専門教育において PBL が活用できることがわかります。 
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平成 24年度 文部科学省「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」採択 

大阪・兵庫・和歌山グループ「産官学地域協働による人材育成の環境整備と教育の改善・充実」 
テーマ III：領域・規模別産業界ニーズをふまえた教育手法・手段の開発委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 事 業 主 催： 和歌山大学・大阪府立大学（幹事校）・兵庫県立大学・追手門学院大学・大阪音楽大学・大阪工業大学・大阪成蹊大学 

関西外国語大学・摂南大学・帝塚山学院大学・芦屋大学・大手前大学・神戸学院大学・大阪音楽大学短期大学部 

テーマ III委員会： 和歌山大学（テーマ III委員会委員長校）・大阪府立大学・追手門学院大学・大阪工業大学 

関西外国語大学・摂南大学・芦屋大学・大手前大学 

「PBL at a glance 一目でわかる PBL」平成 27年 3月 15日発行 
【制作・発行】平成 24年度産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業 

大阪・兵庫・和歌山「産官学地域協働による人材育成の環境整備と教育の改善・充実」 
テーマ III領域・規模別産業界ニーズをふまえた教育手法・手段の開発委員会                                          

三重大学の PBL実践例 
【問題提示型】 
 経営学総論演習（人文学）、美術科教育法Ⅱ（教育学部）、PBLチュートリアル教育（医学部医学科） 
 機械設計製作法特論及び演習・実習（工学研究科）、地域環境管理学（生物資源学部）等 

【問題自己設定型 PBL授業】 
PBLセミナー「社会における法的問題について考える」（共通教育） 
PBLセミナー「心の法則発見―心理学的法則発見入門」（共通教育）等 

【プロジェクト型 PBL授業】 
PBLセミナー「多文化共生を考える」（共通教育）、総合演習―ソーラークッカー（教育学部） 
地域医療学―地域連携教育（医学部医学科）、建築設計製図Ⅳ（工学部）等 

「PBLってよく聞くけど、何なの？」 

「PBLって初めて聞いた」 

「PBLってほんとにいいの？」 

「PBLってうちの学部でも役に立つの？」 

「PBLで授業をやってみたいけどよくわからない…」 

…という教員のための３ページガイド 

PBL at a Glance 
一目でわかる PBL 



表１ 従来型の講義と PBLの主な特徴 

 PBLとは 
PBLは企業や地域、教員、もしくは学生自身が設定した課題や目標に対して、学生がチームで協力して取り組む教育手法です。現在の

PBLは Problem-based learning（課題解決型学習）もしくは Project-based learning（プロジェクト型学習）と呼ばれ、能動的な学習（ア
クティブラーニング）の効果が期待されます。 

日本でも最近耳にするようになった PBLですが、PBLには長い歴史があります。1969年にカナダのマックマスター大学が患者のニーズ
と課題を中心に据えた、チームによる課題解決型学習を導入したことが PBLの始まりと言われています。これは、細分化した医学が患者
の課題に十分対応していないという反省から生まれたものです。同時期に、アメリカや欧州でも、デューイが提唱する経験主義(Dewey, 

1933/1989 etc.)や、グルントヴィが提唱する民主的な学び(Kolmos et al. 2008)等を基盤として PBLが広がりました。 

どの PBLも、課題解決型とプロジェクト型の両方の要素を含むことが多く、授業によってどちらにより重きを置くかが変わります。ど
の PBLも従来型の講義とは異なり、明確な答えがなく、学生が自律的、主体的に動かないと進みません。PBLは、架空の課題に取り組む
場合もあれば、企業や地域が提供する現実の課題に取り組む場合もあります。専門に特化した PBLでは、専門知識を応用し現実の課題に
生かすことで、その知識を定着させ、専門知識と実社会とのつながりを学びます。また、活動を通じて、学習手法、分析方法、課題解決
法、プロジェクトマネジメント、チームワーク、コミュニケーション、プレゼンテーションなどを能動的に学びます。教員はチーム作り
や課題への取り組み方のヒントなどを必要最小限提供し、ファシリテーターとして関わります。（参考：和歌山大学の実践的キャリア教育 HP） 

産業界のニーズに対応した教育を模索する中で、日本でもここ数年で大きく広がっている教育手法です。 

 PBLは主体性、コミュニケーション力、応用力を育てる 
従来型の講義と PBLにはそれぞ

れの良さがあり、それらを組み合わ
せて行うことで、より高い教育効果
が見込まれると考えられます。従来
型の講義を完全に PBLに変えること
が難しい場合でも、一部を PBLにす
る等柔軟な活用も可能です。
（Amador et al. 2006） 

（右表は東京電機大学(2012)表 III「さまざ
まな授業形態の特徴」を加筆修正したも
の） 

 

 

様々な段階の PBL 

図１のように PBLには様々な段階
のものがあります。教育の目的や教員 

のキャパシティに合わせてどの段階
からでも実践することができます。 

 本事業では特に「10.実践体験型
PBL（産学連携 PBL）」に力を入れ、
取り組んできました。 

 次頁では本事業や海外での産学連
携 PBLの事例を紹介し、最後の頁で
はその他の種類の PBLに取り組んで
いる大学の事例を紹介します。 

（右表は三重大学(2007)の図を抜粋した
もの。それぞれの項目の詳しい説明は本
報告書を参照） 

 PBLの事例/成果 

 本事業 産学協働 PBLモデルプログラム－産業界のリアルな課題に取り組む！ 

本事業テーマ III領域・規模別産業界ニーズをふまえた教育手法・手段の開発委員会では、平成 26年 8月に産学協働 PBLモデルプログ
ラムを二泊三日で実施。本事業は産業界が提供する現実の課題に学生が取り組むことに重点を置いており、本プログラムでも産業界等か
らリアルな課題を提供していただきました。参加した学生達は、産業界や社会が抱える本物の課題の厳しさと真のニーズに触れ、チーム
で熱い議論を交わしながら、課題解決のための企画提案を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(参考)モデルプログラムの報告をしているウェブサイト、「平成 26年度 産学協働 PBLモデルプログラム“Co-Creative Camp in Summer”実践資料集」 

 デンマーク オルボー大学の PBL（オルボーモデル)－PBLを中心に据えた大学教育 

オルボー大学は創立当初の 1974年から PBLを取り入れています。産業界からの評価は高く、また、退学率は他大学より低いことで知
られています。同大学では、人文科学、社会科学、自然科学、工学の全てのプログラムにおいて PBLを活用しています。「オルボーモデル」
では学期の半分がチームでのプロジェクト活動に、残りの約半分が従来型の講義に費やされます。学生は毎学期 PBLのテーマに関係する
講義を履修し、そこでの学びをプロジェクトに応用します。同大学でも、産業界等から提供される現実の課題をプロジェクトのテーマと
して扱っています。(Kolmos et al., 2004、開発教育研究会 2013) 

授業形態 従来型の講義 PBL 

授業の主体 教員 学生 

教員の役割 講義を行う ファシリテーター 

学生の参加形態 １人ずつ 4～5人のグループ 

授業のゴール 決まっている 決まっていない 

利点 

 学生に体系的な情報をたくさん
伝えられる 

 “学生の学ぶ意欲が高ければ”効
率よく知識や技術を身に付ける
ことに役に立つ（特定の学問分
野や技術について必要な知識を
膨大な情報から探す手間が省け
る） 

 課題解決能力や、ジェネリックスキル・社
会人基礎力を育てる 

 学ぶ意欲、批判的思考力・書く力・コミュ
ニケーション力を育てる 

 座学で学んだ知識を実社会に応用するこ
とで、応用力が身に付く 

 生涯に渡り学び続けることのできる力を
育てる 

 従来の講義型の授業よりも PBL の方が知
識の定着率が高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクト型の課題解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

(Kjarsdam & Enemark, 1994 cited in Kolmos et al. 2004) 

オルボー大学の PBLテーマ例/学科 

・ モジュラーロボットアームのデザイン（機械工学と製造） 

・ 溶接の安定性（電子・電気工学） 

・ 生産エリアの室内温度の分析と最適化 
（持続可能なエネルギー工学） 

・ トルコの繊維会社のためのデンマークの市場のブランディング
戦略（経済と経営） 

・ 癌リハビリテーションにおける課題（社会福祉） 

・ アルコール依存症に影響された家族で育った子供の成長 
（社会福祉） 

・ テロリスト集団のターゲットの選択とその動機：アルカイダを例
に（開発と国際関係） 

Aalborg University Project Libraryより 

課題提供企業・団体/テーマ 

① 南海電気鉄道株式会社/ミナミまち育てネットワーク 
「若者が大阪ミナミのまちのファンになる方法を考えよ！」 

② 兵庫県庁 
「高齢化するニュータウンの課題を解決せよ！」 

③ キミノーカ（宇城農園）「冬に売れるジェラートの商品開発
＆販売方法を企画せよ！」 

スケジュール 
【一日目】 
・ フレームワーク演習 
（マーケティングの考え方等） 

・ 企業・団体からのテーマ発表 
・ チーム編成 
・ チームビルディング 
 
【二日目】 
・ チームでの調査、企画立案、
プレゼンテーション練習 

・ 中間プレゼンテーション、 
フィードバック 

 
【三日目】 
・ 最終プレゼンテーション、 
フィードバック 

・ 審査、表彰式 
・ 振り返り 

成果（学生のアンケート結果から） 

「チームで協力して一つのものをつくりあげる力」「答えのな
い課題に対し、創造性を発揮して考え抜く力」「多様な状況に
柔軟に対応し、目標に向けて粘り強く取り組む力」が身につい
た。 

「意欲が高い学生と関わり刺激を受けた」「自信の強みや弱み
を知ることができた」 

図１ 授業形態類型化の２つの視点と１１の授業形態類型 
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